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研究成果の概要（和文）：　自閉スペクトラム症(ASD)の心理的介入に神経心理学的知見の導入意義を検討し
た。視線追跡では、モニター上に4表情の線画と写真を提示し、次にアクセサリーという妨害刺激を付加した。
ASD青年は眉間や口への注視が高く、健常青年ともASD児とも有意差は見られなかった。さらに動画の顔に回答す
る条件では、ASD青年は注視領域が健常青年とは有意な差が見らなかった。ASD児はASD青年よりも目や口よりも
鼻をよく見る傾向にあった。
母子の総合交渉では、ASD幼児は健常幼児よりもターンテイキングとアイコンタクトが有意に低かった。高校生
に対する集団認知介入では、抑うつ症状や否定的認知が減少し、肯定的認知が高まった。

研究成果の概要（英文）：The significance from which neuropsychological knowledge is introduced into 
psychological intervention to children with autism spectrum disorders was considered. 4 expressions 
of line drawing and picture were shown on the monitor and an interference stimulus as an accessary 
next was added first by a chase of eyes. Watch to the middle of the forehead and the mouth was high,
 and as a result, ASD adolescents could admit the significant difference neither normal adolescents 
nor ASD children. At the condition to answer several questions of a face of animation, there were no
 significant differences in ASD adolescents between normal adolescents at the territory of paying 
attention. ASD children tended to watch a nose carefully than a ASD adolescents than eyes and the 
mouth.
Turntaking and eye contacts of ASD infants were lower than normal infants in mother and child's 
interpersonal situations.

研究分野：臨床心理学

キーワード： 自閉スペクトラム症　視線追跡　アイコンタクト　社会的スキル　共同注視　認知行動療法　社会的ス
キル訓練
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１．研究開始当初の背景 
 自閉スペクトラム症(以降ASD)の主な障
害特性は、「社会性」、「コミュニケーション」、
「同一性の保持」の 3領域が相互に関連する
脳障害である(Baron-Kohen,2008)と認識さ
れている。 
 その中でも特に対人コミュニケーション
時の視線追跡に問題が顕著に現れており、そ
のために他者観桜の理解が困難であること
が指摘されている。 
 従来実施されてきた状況認知を含む社会
的スキル訓練（以下 SST）に代表される介入
プログラムは、視線追跡やその際の脳機能の
活性を考慮しないままに遂行されてきた可
能性がある。ASD児に対する SSTは他の発
達障害を持つ児童に対する SST よりも効果
が低い(White et al.,2007; Elder et al.,2006)
ことの一因とも予測される。 
視線追跡を軸として、ASD児の神経心理学
的知見を収集することで、将来的な児童生徒
のコミュニケーション向上プログラムの一
助となろう。 
 
２．研究の目的 
 ASD をもつ児童生徒の神経心理学に
関する試験を収集し、学級適応の関連を検
討する。 
(1)ASD をもつ児童・生徒・青年のヒト顔刺
激に対する視線追跡の主な領域の検討に関
する研究の文献展望を行う。 
(2) 表情を読み取ろうという構えにおいて、
ASDをもつ児童・生徒・青年のヒト顔刺激に
対する視線追跡の主な領域を健常被験者と
の比較で、4 表情の顔のみと、アクセサリー
などの妨害刺激を負荷した場合と、疑似的対
人場面で検討する 
(3)親子の相互交渉場面でのアイコンタクト
などの対人行動の様相を、ASD幼児と健常幼
児を比較検討する。 
(4) ASD児の抑うつや不安を理解するための
前段階的な基礎研究として、一般大学生の社
交不安，特性不安，抑うつへの拒絶に対する
過敏性と自動思考の影響を検討した。 
(5) ASD児の学級適応の介入の抑うつに及ぼ
す影響性を検討する。 
 
３．研究の方法 
(1)文献検索を行う。 
(2)モニター画面上にヒト顔刺激を提示して、
どの領域（眉間、両目、鼻、口、顎、領域外）
への視線滞留率が高いかを、ASD児者と健常
者とを比較する。視線追跡課題実施中の眼
球 運 動 の 測 定 に 、 Digital Image 
Technology (Ditect)社製 TM3 カメラを使
用し、軌跡、時間累積、注視点プロットを
測定した。課題提示には、三菱電機社製の
Diamondcrysta RDT196LM2の 19インチ
液晶モニタを、データ解析には、Ditect社
製QG-PLUS視線解析システムを使用した。
①静止画の 4表情(笑顔、泣き顔、怒り顔、ユ

ートラルな顔)を各々10 秒間提示と表情の判
断に関する質問の繰り返しを行った。ASD群
は、小学生 9名、中学生 4名、高校生６名で
あり、 
健常高校生が 24名であった。②妨害刺激(ア
クセサリー)をつけた刺激を提示する。ASD
群は、小学生 4名，高校生 4名，大学生 4
名であり、健常大学生が 8名であった。③疑
似的対人場面として，女子大学生が，年齢や
好きな食べ物などいくつか質問をする 2分程
度の動画を作成し，調査協力者に PCモニタ
ーを介して提示した。ASD 群は、小学生 7
名（男性 5名，女性 2名；平均年齢 9.29歳，
SD＝2.49）、中学生 1名（男性；年齢 15歳），
大学生 3名（男性 3名；平均年齢 18.67歳，
SD＝0.47）、社会人 3名（男性 3名；平均年
齢 22.33 歳,SD＝1.70）であった。健常大学
生は 4名(平均年齢 22.50±1.12歳)であっ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 1 
 

Figure 1 顔刺激(笑顔) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 2 顔刺激と領域の例(泣き顔) 
 
 
 
 
 
 
Figure 2 顔刺激と領域の例 
 
 
 
 
 

 



Figure 2 顔刺激(怒り顔) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Figure 2 アクセサリーつきの顔刺激(ニュートラ
ル顔) 
 
 
(3) ASD児と母親が長椅子に並んで座ったお
やつ場面と遊び場面という対人場面を、ビデ
オ撮影をし、行動を数えた。日頃愛用してい
るおもちゃを使用し、おやつに関しても普
段食べているものを使用した。撮影は各々
の場面を 10分の目安で，連続して約 20分
間行った。アイコンタクト、共同注視、ター
ンテイキング、微笑みかけ、身体接触、物を
見せる行為、および話しかけの出現比率を健
常児と比較する。就学前の健常児 11 名の親
子と ASD 児 3名の親子。 
(4) 教育実習の経験のない大学１年生 84 名
と、経験のある大学４年生 82 名に質問紙調
査を行う。 
(5) 高校生に対する認知的再体制化と問題解
決訓練、抑うつの関する認知の２回の集団介
入を実施する。 
 
４．研究成果 
(1)文献の展望 
日本語文献(北澤他、2012 など)を検索し、
展望した結果、ASD 傾向の有無を視線追跡が
目や口元に行くかでは単純に判断できない
ことが明らかになった。また、母親の働きか
けの工夫によって、ASD 児の母親の関心が増
大することが明らかになった。 
英文献の展望では、ASD 幼児が「顔のどこ
の部分をどのように見ているか」という議論
は、発達早期の段階では共通した知見は見出
せなかった。6 ヶ月までの縦断研究では、生
後2ヶ月までは目への固定時間では健常児と
差はなく、2～6ヶ月の間で目領域への視線注
視が減少することがあると示す研究(Jones & 
Klin,2013)もあり、6 ヶ月時点では差が認め
られないという研究(Shic et al.,2014)もあ
り、さらに目と口の比率には差がなくて目の
内部領域(目、口、鼻など)注意が向きにくい
という研究(shic et al.,2014)もあり、知見
が一貫していない。 
 
(2)視線追跡 
 ①ASD 群で、顔線画及び顔写真における表情認

知課題の各注視領域の注視率を，エリア解析を用
いて抽出し、分散分析をした結果、小学生、中学
生、高校生の間に注視領域に差はなく、眉間
や目という中核的な領域を注視する傾向が
示された。すなわち、発達過程において表情認知
過程における注視領域に際立った差異は示されな
かった。ASD 群が表情認知に中核的な領域を注
視することがあったり、眉間や目をよく見て
いることは従来の研究にはないことであっ
た。さらに、ASD 高校生間と健常高校生の間に
も差は認められなかった。すなわち、小中学
生ですでに青年期と同様の発達をしている
ことが示された。今回の結果には、参加者の
良好な親子関係や、提示刺激が表情を強調し
すぎていたり、人工的に作成したものでなか
ったことなどが影響した可能性がある。 
 ②髪かざり、イヤリング、ネックレス、お
よび大きな襟（アクセサリー）という妨害刺
激を追加した条件においても、さらにそのた
めに顔よりも上半身の部分が大きいという
条件でも、①と同様に、ASD 群では小学生、
中学生、高校生の間に注視領域に差はなく、
眉間や目という中核的な領域を注視する傾
向が示された。ASD 高校生と健常高校生の間
にも差は認められなかった。ASD 群は妨害刺
激に視線が行ってしまうという報告がある
が、表情を読み取ろうという構えがあれば、
表情認知にとって中核的な領域を見ている
可能性が示唆された。 
 ③モニター画面上の擬似的相互作用を行
う動画の人物に対する視線追跡に関しては、
ASD青年と健常青年の間ではMann-Whitney
検定の結果、目、眉間、鼻、口、および顎へ
の注視率においては差が認められなかった。
しかし、その他の顔領域において有意であっ
た(p=.01)。よって、ASD 者は健常者に比べ
て、その他顔面領域を見ていないということ
が明らかになった。つまり ASD 者は、頬や
額などを注視していないと示唆された。しか
しながら、目や口などのパーツに関しては、
ASD者と健常者に差はなかった。このことか
ら、健常者は目や口などに加えて、顔のパー
ツ以外の部分(頬や額など)もよく見ており、
顔全体に広く視線を向けているが、ASD者は
顔全体よりも顔のパーツやその他の部分に
視線が向いているのではないかと考えられ
る。 
 ２要因の分散分析によるASD群間の発達と
注視領域の効果をみたところ、交互作用は有
意ではなかった（F（4，48）=1.35，n.s.）
が、発達過程の主効果は有意傾向であり、青
年群が児童群より顔面領域の注視率が高か
った（F（1，12）=3.87，p<.10）。また、顔
面領域の主効果は有意であり、どちらの発達
過程も眉間よりも鼻の領域の注視率が高か
った（F（4，48）=4.02，p<.01）。 
 実際の生の対人関係でなくても、応答とい
う双方向的な擬似的な対人関係になると、
ASD 群の反応は健常群とは異なり、発達によ
っても変化が見られるという結果が得られ



た。すなわち、相互作用が重要な要因である
ことを示唆している。今後は、実際の対人場
面での視線追跡の検討が課題である。 
 
(3) おやつ場面では、子どもから母親に対す
る微笑みかけ、身体接触、物を見せる行為、
および話しかけにおいては、ASD 幼児と健常
幼児間で出現率には、マンホイットニーの検
定によると有意な差は見られなかった。しか
し、アイコンタクトとターンテイキングにお
いては、ASD 児は健常児よりも有意に低く、
話しかけでも有意に低い傾向が見られた。 
 遊び場面では、ターンテイキングでは ASD
児は健常児よりも有意に低く、共同注視では
有意に低い傾向が見られた。いずれの場面に
おいても親子の関係は良好であり、母親から
の働きかけに対してはASD児は言語反応を行
っていたが、相手を見ることは機能していな
い可能性が示唆された。疑似的対人場面と実
際の対人場面とでは反応にさらに差がある
ことが想定される。 
 (4) 実習未経験群の社交不安に対しては，拒
絶に対する過敏性の「他者評価追従」および
自動思考の「将来に対する否定的評価」の影
響が大きいのに対し、実習経験群においては
自動思考の「自己に対する非難」の影響が大
きいことが明らかになった。 
(5) 抑うつ症状や否定的認知が減少し、肯定
的認知や外傷後の成長が高まることが示さ
れた。その他、通常学級に在籍する児童生徒
を対象とした支援も有効性が示唆された。 
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